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1. まえがき 
 デジタル捺染は、衣服制作における染色処理をデジタル

化したものである。デジタル捺染技術とデジタルアートを

組み合わせることによって、アートを衣服のデザインとし

て用いたアートファッションが、小規模のファッション制

作環境下で短時間に制作でき、アートの応用範囲が拡大で

きることはすでに報告した[1]。次のチャレンジとして、

本ファッション制作方法を日本の伝統的な衣服の制作に応

用することとし、肩衣（かたぎぬ）の制作を行った。本報

告ではその内容について述べる。 

2. 肩衣 

 江戸時代には武士の平服も

しくは礼服として裃（かみし

も）が用いられた（図 1）。

裃は袴と肩衣から構成され、

それはいわば、現在のスーツ

のズボンとジャケットに相当

する。袴と肩衣は一体として

作られる他に、それぞれ別に

作られる場合も多い。 

 筆者らのアートファッショ

ンの展示やファッションショ

ーを見た京都の狂言大蔵流を

継承する狂言方の能楽師であ

る茂山逸平氏に気に入っても

らい、アートファッションを肩衣に応用した衣服を着て、

狂言を演じたいとの強い希望をもらったので、それに応え

る形でアートをデザインとして用いた肩衣の制作を行った。 

3. デザインとして用いた「サウンドオブ生け花」 

 「サウンドオブ生け花」は、筆者の一人土佐尚子が制作

してきたデジタルアートである。絵の具などの粘性を持っ

た流体に音の振動を与え、飛び上がった液体が生け花に似

た美しい形状が作り出される様子を高速度カメラで撮影し、

ビデオアートにしたものである。物理現象に基づくアート

であり、有機的・抽象的、かつ変化に富んだ形状が作り出

され、現代ファッションだけではなく伝統的な衣服のデザ

インにも用いることができる。 

4. アートファッションとしての肩衣の制作 
 熱転写方式に基づいたデジタル捺染方式を採用し、昇華

転写インクジェットプリンターと熱転写装置を中心とした

アートファッション制作環境を2021年に京都大学の実験室

内に構築したので、その制作環境を利用した。ファッショ

ン制作は、デザイン制作・型紙制作・捺染・縫製から構成

される。デザインは、上記の「サウンドオブ生け花」から、

後述する狂言の演目に適した画像を切り出して用いた。型

紙は、茂山氏から借用した肩衣から描き起こした。また、

肩衣に要求されるいくつもの条件があるので、それを満足

する肩衣とするために、茂山氏にしばしば実験室を訪れて

もらい、制作状況を確認してもらったり適切な助言を頂い

たりした。例えば、肩衣は麻を生地として作られることが

多く、肩を張らせた仕立てにするが、本制作環境では生地

としてポリエステルを使ったので、針金を入れて肩を張ら

せるようにした。出来上がった肩衣を図 2に示す。 

5. 肩衣を着用した狂言師による狂言の上演 
 2022 年に土佐尚子が東京丸の内のセイコーエプソンのシ

ョールームでアートファッションの個展を行った際に、茂

山氏（シテ）と相手方に制作した肩衣を着用してもらい、

狂言「土筆（つくづくし）」を演じてもらった。図 3 に狂

言上演の様子を示す。これは、日本の伝統芸能とメディア

アートを融合する新しい方向性を示す試みと考えられる。 
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